
紹
　
介

大
由
村
史

　
丹
波
国
大
山
荘
と
い
え
ば
、
歴
吏
に
関
心
あ
る

ほ
ど
の
人
は
誰
知
ら
ぬ
人
の
な
い
、
基
本
的
な
荘

園
の
一
で
あ
る
。
こ
の
荘
園
を
含
む
大
山
村
の
歴

史
が
、
本
文
篇
一
世
・
史
料
篇
一
冊
全
過
越
と
な

っ
て
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
時
期
は
失

し
て
い
る
が
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
最
高
水
準
の
地

方
史
と
し
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
難
癖
村
は
、
現
在
は
解
村
し
て
、
兵
庫
県
多
紀

郡
丹
南
町
の
一
部
で
あ
る
が
、
大
山
財
産
区
の
事

業
と
し
て
本
書
は
編
纂
さ
れ
た
。
編
者
は
宮
川
満

氏
、
他
に
島
製
革
、
大
山
喬
平
、
脇
田
修
、
宮
下

美
智
子
、
浮
田
典
良
、
安
丸
良
姓
氏
と
、
そ
れ
ぞ

れ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
諸
氏
が
分
担
執
筆
し
て
い
る
。

史
料
に
め
ぐ
ま
れ
、
こ
の
諸
氏
の
前
後
八
年
の
辛

労
の
産
物
と
あ
っ
て
は
、
記
述
内
容
は
、
む
ろ
ん

最
高
水
準
の
も
の
と
称
讃
す
る
の
他
は
な
い
。
二

章
律
令
制
か
ら
荘
園
制
へ
、
三
章
荘
園
制
下
の
武

士
と
農
民
、
と
が
中
世
大
由
荘
の
部
分
に
あ
た
る

が
、
東
寺
百
合
文
書
の
ほ
か
、
現
在
刊
行
中
の
『
教

王
護
国
等
文
書
』
所
収
の
史
料
も
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
、
　
最
も
く
わ
し
い
、
　
か
つ
最
も
新
し
い
大

出
荘
史
の
概
説
と
な
っ
て
い
る
。
荘
園
関
係
で
三

四
表
の
統
計
表
を
作
成
さ
れ
、
記
述
の
典
拠
に
は

史
料
篇
の
番
号
を
注
記
し
て
利
用
に
便
な
ら
し
め

て
い
る
。
大
嘗
荘
は
、
た
ん
に
残
存
史
料
が
多
い

ば
か
り
で
な
く
、
官
省
符
鰹
と
し
て
出
発
し
、
地

頭
の
設
置
、
守
護
の
侵
略
に
あ
っ
て
東
寺
が
経
営

に
腐
心
し
、
田
堵
・
名
主
・
番
頭
・
悪
党
・
惣
等

々
、
荘
園
の
問
題
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
点
で
、

砂
壌
史
研
究
の
基
本
的
・
典
型
的
な
荘
園
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
荘
に
は
承
平
二
年
丹
波
国
牒
の
臨

時
雑
役
を
負
担
す
る
「
堪
百
姓
等
名
」
の
問
題
を

は
じ
め
と
し
て
、
学
界
論
難
中
の
問
題
が
山
と
あ

る
が
、
論
争
酌
な
記
述
は
さ
け
、
史
料
の
示
す
事

実
を
た
ん
ね
ん
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
財
産
区
の
各
戸
に
く
ば
る
、
と
い
う
本
書
第
一

の
使
命
の
要
請
も
あ
ろ
う
が
、
本
書
は
、
大
山
荘

の
全
貌
を
知
る
、
墓
本
的
な
文
献
と
な
っ
た
点
で
、

学
問
的
に
も
貴
重
な
業
績
と
い
え
よ
う
。
戦
後
、

蕪
園
史
の
研
究
の
花
々
し
い
開
花
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
意
識
が
先
立
っ
て
各
荘
園
の

基
本
的
な
事
実
を
学
界
の
共
有
財
産
と
す
る
努
力

は
比
較
的
お
こ
た
ら
れ
て
き
た
、
と
は
か
ね
が
ね

私
の
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
の

地
道
な
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
中
世
大
山
荘
に
つ
づ
く
近
世
の
問
題
は
、
荘
園

史
の
側
か
ら
も
極
め
て
興
昧
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
太
閤
検
地
の
史
料
が
残
存
し
て
い
な
い
の
は

残
念
釜
極
で
あ
る
。
し
か
し
一
七
世
紀
後
半
か
ら

は
基
本
史
料
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
中
世
史
と
の

統
一
研
究
が
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
以
上
中

世
に
偏
し
た
紹
介
に
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
近
代
・

現
代
の
歴
史
か
ら
昆
俗
ま
で
を
含
め
て
、
今
後
の

大
山
荘
の
研
究
は
、
本
書
か
ら
出
発
し
、
本
書
に

よ
っ
て
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
史
料
篇
』
は
東
寺
百
合
文
書
か
ら
六
〇
六
通

を
収
め
、
他
に
仁
和
寺
文
書
八
通
、
土
佐
文
書
三

通
、
中
沢
文
書
二
逓
、
慧
置
院
文
書
二
通
、
高
蔵

出
寸
文
灘
剛
一
涌
一
、
　
井
上
泰
輔
㎜
文
園
門
々
通
等
　
（
以
上
中

批
）
の
ほ
か
、
中
沢
、
中
道
、
安
井
、
西
羅
、
園
田

各
氏
の
近
世
文
書
を
収
め
る
。
東
寺
所
蔵
文
書
・

記
録
の
う
ち
、
引
付
記
録
の
類
は
省
略
さ
れ
て
い

る
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
刊
本
『
東
寺
百
合
文
書
』

が
な
か
な
か
進
行
し
な
い
現
在
、
さ
き
の
『
傭
細

濁
薪
見
庄
史
料
』
に
つ
い
で
、
か
く
も
多
数
印
刷

に
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
界
の
た
め
ま
こ
と
に
有

益
な
寮
業
で
あ
る
。
関
係
各
位
の
努
力
と
と
も

に
、
　
『
史
料
篇
駈
の
た
め
費
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ

た
大
由
財
産
区
の
英
断
に
善
し
敬
意
を
表
し
た

い
◎
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和
泉
市
史
　
第
一
巻

　
和
泉
市
は
瞬
泉
北
郡
二
町
離
村
の
合
併
に
な
る

市
で
、
中
心
部
の
瞬
和
泉
町
は
和
泉
国
府
の
所
在

地
で
あ
っ
た
。
本
書
は
市
二
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
成
っ
た
も
の
で
、
和
泉
市
の
現
況
な
ら
び
に

環
境
を
序
編
で
ま
と
め
、
本
編
と
し
て
原
始
鮭
会

・
古
代
社
会
・
中
世
社
会
を
扱
い
、
近
世
社
会
は

第
二
巻
と
し
て
近
刊
の
予
定
で
あ
る
。
う
ち
、
原

始
三
会
と
古
代
祉
会
の
古
墳
・
窯
業
関
係
を
森
浩

一
氏
が
執
筆
さ
れ
た
他
は
す
べ
て
、
専
門
委
員
と

し
て
五
年
閲
常
勤
し
て
編
纂
に
あ
た
っ
た
三
浦
圭

一
既
が
構
成
か
ら
執
筆
ま
で
担
当
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
関
し
て
は
市
史
編
纂
委
員
は
一
切
制

肘
せ
ず
、
三
浦
氏
の
珊
々
性
に
委
ね
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
方
編
纂
に
あ
っ
て

は
当
然
保
障
さ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
学
問

研
究
と
地
方
佳
民
の
生
活
と
の
正
し
い
結
合
を
進

め
る
上
で
一
つ
の
成
果
と
し
て
確
認
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
内
容
に
つ
い
て
略
記
し
て
お
く
と
、
第
一

章
原
始
社
会
で
は
池
上
弥
生
遺
跡
の
調
査
が
く
わ

し
く
、
第
二
章
古
代
社
会
で
は
、
第
一
節
「
臼
本

列
島
と
日
本
人
の
起
源
」
で
著
名
な
黄
金
塚
や
八

五
に
の
ぼ
る
儒
太
巨
眼
の
群
集
墳
以
下
の
古
墳
の

紹
介
が
あ
り
興
味
深
い
が
、
今
一
つ
こ
れ
ら
市
域

の
古
墳
の
分
布
図
が
あ
れ
ば
、
次
の
古
代
豪
族
の

蟻
居
の
紹
介
部
分
、
第
二
節
「
大
和
朝
廷
の
和
泉

進
出
」
と
あ
わ
せ
て
社
会
発
展
の
第
一
歩
の
様
相

が
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第

三
節
「
大
化
改
新
偏
で
は
条
里
制
遺
構
の
復
元
を

行
い
、
第
四
節
「
奈
良
時
代
」
で
和
泉
属
の
河
内

国
よ
り
の
分
離
成
立
の
事
情
と
国
府
と
国
分
寺
の

説
明
か
ら
農
民
生
活
・
土
地
私
有
の
発
生
・
行
基

の
活
躍
に
及
ん
で
い
る
。
以
下
各
々
は
政
治
・
経

済
・
社
会
・
文
化
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、
関

係
史
料
を
駆
使
し
た
詳
紐
な
記
述
が
行
わ
れ
て
い

る
。
第
五
節
「
平
安
時
代
（
前
期
）
」
ま
で
を
古
代

社
会
と
し
て
章
別
し
て
あ
る
の
も
本
書
の
特
徴
で

あ
る
。

　
第
三
章
中
世
社
会
以
下
は
三
浦
馬
の
専
門
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
だ
け
に
読
み
ご
た
え
が
あ
り
、

本
番
の
中
心
部
分
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
を

ま
た
な
い
。
何
分
に
も
関
連
事
項
を
網
羅
す
る
形

の
市
史
で
あ
る
た
め
、
つ
っ
こ
ん
だ
議
論
は
さ
け

て
い
る
が
、
氏
は
本
章
に
関
係
す
る
問
題
の
い
く

つ
か
は
研
究
論
文
と
し
て
世
に
問
う
て
い
る
の
で
、

あ
わ
せ
読
む
に
も
有
益
で
あ
る
。
第
一
簾
「
平
安

時
代
（
後
期
）
」
で
は
と
く
に
泉
大
津
の
木
屋
を
め

ぐ
る
国
衙
機
構
の
問
題
と
池
田
郷
の
国
堵
層
の
田

地
争
論
よ
り
名
田
の
起
源
と
領
作
の
権
利
の
実
態

を
分
析
し
た
部
分
が
印
象
的
で
あ
る
。
第
二
節
「
鎌

倉
時
代
」
で
は
地
頭
～
覧
表
が
掲
げ
ら
れ
今
後
の

研
究
に
碑
益
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
谷
山
池
・
梨
子

本
池
等
の
築
造
と
池
田
谷
・
松
尾
谷
開
発
や
土
豪

の
悪
党
化
の
部
分
は
、
氏
の
「
中
世
に
お
け
る
農

業
技
術
の
階
級
的
性
格
」
（
興
臼
本
史
研
究
』
八
二
）
で

門
田
苗
代
を
軸
と
す
る
農
業
生
産
力
向
上
の
問
題

と
し
て
発
農
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
節
「
南
北
朝
時
代
」
で
は
、
内
乱
期
の
在

地
の
土
豪
・
寺
院
の
動
向
、
前
記
三
浦
氏
論
文
で

関
説
し
た
農
村
動
向
に
直
接
続
く
問
題
と
な
る
唐

国
村
と
春
木
本
庄
の
境
相
論
、
黒
鳥
の
麹
座
、
大

念
仏
本
尊
仏
の
廻
葉
群
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
第
四
節
「
室
町
蒔
代
」
で
は
近
来
学
界
で
注

目
さ
れ
来
っ
た
和
泉
国
半
国
守
護
体
制
の
問
題
か

ら
説
き
お
こ
し
、
荘
園
制
の
衰
退
・
郷
村
制
の
発

達
・
無
勢
文
化
の
発
展
に
及
ん
で
お
り
、
　
『
政
基

公
旅
引
付
』
に
躍
如
た
る
近
郷
の
日
根
野
庄
の
様

相
と
岡
一
の
畿
内
村
落
の
雰
踊
気
を
う
か
が
わ
せ
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